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提
出
区
分

平群町一時預かり事業の実施に関する条例の一部を改正する
条例について

平成25年度平群町一般会計補正予算（第２号）について

平成２５年度平群町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
について

平成２５年度平群町水道事業会計補正予算（第１号）について

平成２５年度平群町下水道事業特別会計補正予算（第１号）に
ついて
平成２５年度平群町農業集落排水事業特別会計補正予算（第
１号）について

平成２４年度平群町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳
出決算の認定について
平成２４年度平群町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について
平成２４年度平群町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
について
平成２４年度平群町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

平成２４年度平群町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
平成２４年度平群町奨学資金貸付事業特別会計歳入歳出決算
の認定について
平成２４年度平群町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について
平成２４年度平群町用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

若い世代が安心して就労できる環境等の整備を求める意見書（案）

道州制導入に反対する意見書（案）

平成２５年度平群町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ
いて

平成２４年度平群町学校給食費特別会計歳入歳出決算の認定
について

人権擁護委員候補者の推せんにつき意見を求めることについて

平成24年度平群町一般会計歳入歳出決算の認定について
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議決結果議　　　　案　　　　名

井
戸
太
郎

戎
井
政
弘

奥
田
幸
男

森
田　

勝

植
田
い
ず
み

山
口
昌
亮

髙
幣
幸
生

窪　

和
子

下
中
一
郎

繁
田
智
子

馬
本
隆
夫

山
田
仁
樹

町

長

提

出

議

案

議
員
提
出

議
案

議

長

は

採

決

に

加

わ

り

ま

せ

ん

第4回定例会　こんなことが決まりました
　

第
４
回
定
例
会
が
９
月
10
日
〜

20
日
ま
で
11
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、町
長
提
出
案
件
18
件

が
上
程
さ
れ
、そ
の
内
８
件
が
即

決
。残
り
の
10
件
は
、昨
年
度
の
一

般
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定
案
件

で
、６
名
の
委
員
で
構
成
す
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
付

託
し
て
審
議
（
９
月
12
日
）
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
は
18
、
19
日
に
行
わ

れ
、11
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し

た
。

　

最
終
日
は
、決
算
審
査
特
別
委

員
会
に
付
託
し
た
平
成
24
年
度
一

般
会
計
と
各
特
別
会
計
決
算
認
定

議
案
の
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、一

般
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
は

賛
成
多
数
で
、そ
の
他
の
特
別
会

計
は
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
の
「
若
い
世
代
が
安

心
し
て
就
労
で
き
る
環
境
等
の
整

備
を
求
め
る
意
見
書
」
と
「
道
州

制
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書
」

は
、と
も
に
賛
成
多
数
で
採
択
し

ま
し
た
。

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対　△退席　※除斥　（議長は、可否同数の時議案の可否を決定します）

質疑あれこれ質疑あれこれ
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質疑あれこれ質疑あれこれ質疑あれこれ質疑あれこれ質疑あれこれ
9月議会に上程された

議案及び質疑を紹介します。

一
時
預
か
り
事
業
の
実
施
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

一
時
預
か
り
事
業
利
用
料
の
減
免

基
準
を
定
め
た
文
言
に
つ
い
て
、
読

み
違
い
の
な
い
よ
う
字
句
を
修
正
す

る
も
の
で
す
。

平
成
25
年
度
平
群
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

補
正
総
額
は
２
億
７
９
７
４
万
６

０
０
０
円
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

職
員
給
与
の
減
額
措
置
と
人
事
異
動

に
伴
う
人
件
費
の
調
整
（
全
体
で
は

６
０
０
０
万
円
以
上
の
減
額
）
、
へ

ぐ
り
時
代
ま
つ
り
と
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
の
新
た
な
予
算
措
置
な
ど
。
歳

入
の
主
な
も
の
は
、
今
年
度
算
定
額

の
確
定
に
伴
う
普
通
交
付
税
の
増

額
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額
、
前

年
度
繰
越
金
の
予
算
措
置
な
ど
で

す
。

　

歳
入
超
過
分
の
３
億
９
０
６
万
７

０
０
０
円
は
、
財
政
調
整
基
金
に
積

み
増
す
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

財
政
調
整
基
金
に
３
億
円

余
り
積
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
今
年

度
の
職
員
賃
金
カ
ッ
ト
、
昨
年
度
の

繰
越
金
、
普
通
交
付
税
・
臨
時
財
政

対
策
債
の
確
定
に
よ
る
も
の
と
の
理

解
で
い
い
の
か
。

　
　
　
　

大
ま
か
に
は
そ
の
通
り
。

給
与
カ
ッ
ト
の
影
響
額
は
、
一
般
会

計
で
５
０
５
７
万
円
、
特
別
会
計
も

含
め
た
総
額
で
６
４
５
０
万
円
に
な

る
。

　
　
　
　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

自
立
支
援
補
助
金
が
減
額
に
な
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
平
群
の
ク
ラ

ブ
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　

町
40
万
円
、
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助

成
３
６
０
万
円
の
予
定
を
し
て
い
た

が
、
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助
成
は
全
体
の
申
請

が
多
く
て
１
４
４
万
２
０
０
０
円
減

額
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
ク

ラ
ブ
運
営
は
大
変
に
な
る
が
、
教
育

委
員
会
と
し
て
も
援
助
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　

震
災
復
興
予
算
の
流
用
の

返
還
に
つ
い
て
、
平
群
町
に
は
な
い

の
か
。

　
　
　
　

緊
急
雇
用
対
策
関
連
が
対

象
に
な
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
返
還
は

な
い
。

　
　
　
　

総
務
管
理
費
の
維
持
補
修

工
事
７
１
５
万
４
０
０
０
円
に
つ
い

て
説
明
を
。

　
　
　
　

駅
周
事
業
に
関
連
し
て
役

場
庁
舎
の
車
庫
の
移
設
に
伴
う
工
事

費
。
財
源
は
駅
周
の
組
合
か
ら
の
移

転
補
償
費
２
２
５
３
万
６
０
０
０
円

を
あ
て
て
い
る
。

　
　
　
　

当
初
予
算
に
計
上
し
な

か
っ
た
、
時
代
ま
つ
り
と
ふ
れ
あ
い

マ
ラ
ソ
ン
を
今
回
な
ぜ
復
活
さ
れ
た

の
か
。

　
　
　
　

町
民
全
体
の
ま
つ
り
に
し

て
い
き
た
い
。
活
性
化
の
た
め
に

や
っ
て
い
き
た
い
と
計
上
し
た
。

　
　
　
　

保
育
園
の
パ
ー
ト
賃
金
１

０
０
０
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
詳
し

い
説
明
を
。

　
　
　
　

０
歳
児
の
保
育
士
の
増
員

と
給
食
調
理
員
の
病
欠
に
よ
る
補
充

の
た
め
の
も
の
。

　
　
　
　

町
有
バ
ス
運
行
管
理
業
務

委
託
料
が
当
初
の
８
万
４
０
０
０
円

に
プ
ラ
ス
し
て
50
万
円
の
増
額
。
ど

の
よ
う
な
契
約
で
、
大
幅
な
増
額
の

理
由
は
な
に
か
。

　
　
　
　

契
約
は
時
間
単
位
。
利
用

回
数
の
増
加
に
伴
う
も
の
。

　
　
　
　

　
　
　
　

老
人
福
祉
施
設
措
置
事
業

の
扶
助
費
１
３
５
万
円
の
増
額
に
つ

い
て
、
そ
の
積
算
根
拠
の
説
明
を
。

　
　
　
　

今
年
６
月
に
一
人
が
三
室

園
に
入
所
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

措
置
費
は
１
人
１
カ
月
15
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

県
か
ら
の
活
力
あ
ふ
れ
る

市
町
村
応
援
補
助
金
３
４
７
万
円
に

つ
い
て
、
檪
原
ト
ン
ネ
ル
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
あ
て
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
当
初
予
算
で
採
択
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　

申
請
は
し
て
い
た
が
、
６

月
に
内
諾
、
８
月
22
日
に
決
定
さ
れ

た
た
め
。

　
　
　
　

教
育
総
務
費
の
謝
礼
55
万

円
。
平
群
小
学
校
の
校
歌
の
作
詞
料

と
聞
い
た
が…

。

　
　
　
　

小
学
校
再
編
成
協
議
会
で

協
議
し
て
、
校
歌
作
成
に
あ
た
っ

て
、
作
詞
が
５
万
円
、
作
曲
が
50
万

円
と
し
て
提
案
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁
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平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

昨
年
度
の
実
質
収
支
１
億
８
１
１

８
万
３
０
０
０
円
の
う
ち
当
初
予
算

計
上
の
１
万
円
の
残
額
を
繰
越
金
と

し
て
歳
入
に
計
上
し
、
確
定
し
た
介

護
納
付
金
増
額
分
の
半
分
、
１
８
６

万
２
０
０
０
円
と
前
年
度
の
一
般
、

退
職
の
療
養
給
付
費
確
定
に
伴
う
還

付
金
１
億
３
１
５
３
万
３
０
０
０
円

を
歳
出
に
計
上
。
そ
の
歳
入
超
過
分

３
７
７
８
万
８
０
０
０
円
を
基
金
に

積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

昨
年
度
単
年
度
１
億
４
０
０

０
万
円
も
の
黒
字
が
不
思
議
だ
っ
た

が
、償
還
金
が
１
億
３
０
０
０
万
円
以

上
。と
く
に
、退
職
者
の
療
養
給
付
費

交
付
金
が
前
年
度
１
億
２
０
０
０
万
円

程
度
な
の
に
、昨
年
度
は
３
億
円
に
も

な
り
、こ
の
交
付
金
の
償
還
金
は
１
億

２
０
０
０
万
円
。ど
う
し
て
そ
の
よ
う

に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

毎
月
１
カ
月
ご
と
の
数
字

を
報
告
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
24
年
５

月
か
ら
25
年
の
３
月
ま
で
累
計
の
数

字
を
報
告
し
て
い
た
こ
と
で
交
付
金

が
大
き
な
額
に
な
っ
た
。
初
歩
的
な

ミ
ス
で
申
し
訳
な
い
と
お
も
っ
て
い

る
。

平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

人
事
異
動
、
職
員
給
与
カ
ッ
ト
に

伴
う
人
件
費
の
調
整
を
行
う
も
の
で

す
。

平
成
25
年
度
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

人
事
異
動
、
職
員
給
与
カ
ッ
ト
に

伴
う
人
件
費
な
ど
の
調
整
で
、
２
１

５
万
円
の
減
額
補
正
で
す
。

平
成
25
年
度
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

人
事
異
動
、
職
員
給
与
カ
ッ
ト
に

伴
う
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
25

万
円
減
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

平
成
25
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

保
険
勘
定
は
、
前
年
度
黒
字
分
１

１
５
３
万
７
０
０
０
円
を
繰
越
金
と

し
て
措
置
し
、
前
年
度
の
介
護
給
付

費
確
定
に
伴
う
償
還
金
１
１
５
３
万

７
０
０
０
円
を
計
上
す
る
も
の
。
ま

た
、
人
事
異
動
、
職
員
給
与
カ
ッ
ト

に
伴
い
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を

減
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。
補
正
額

は
６
７
７
万
６
０
０
０
円
の
増
額
に

な
り
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
は
、
前

年
度
繰
越
金
２
万
１
０
０
０
円
の
増

額
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

繰
越
金
と
償
還
金
が
ま
っ

た
く
一
緒
の
金
額
。
こ
れ
は
た
ま
た

ま
な
の
か
。
決
算
を
調
整
し
て
こ
う

し
た
の
か
。

　
　
　
　

24
年
度
事
業
が
確
定
し
て

償
還
金
の
金
額
が
出
た
。
恣
意
的
に

金
額
を
合
わ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。

一
般
会
計

　町民体育大会が今年も10月13日に開催されまし

た。今年は50回目の記念すべき大会でした。

　平群町の町民体育大会は、東京オリンピックが開催

された年の1964年10月16日に始まりました。当時、

体育指導委員だった、岡田弘（東小教諭）、中村清視

（郡山高校平群分校教諭）、丸岡竜信（中学校教

諭）、村上喜久男の４氏が「村全体としてのイベント

を」と呼びかけたのがきっかけでした。

　当初は、「健全なスポーツの振興と親睦を深める」

ことを目的に、新生活実践村民体育大会と銘打って、

統一秋祭り後の午後に、中学校のグランド（当時は現

在の東小にありました）で開催されていました。競技

出場者は１回目が600人、２回目が500人でした。

　オリンピック翌年に体育の日が祝日制定されてから

は体育の日に開催されるようになり、健民グランドが

完成した69年からは、同グランドで終日の開催とな

り、その後、スポーツセンターに会場を移しました。

　現在まで50年間、大会運営にかかわり、現在は体育

協会会長でもある村上さんは「平群町にとっては他に

ない最大のイベントであり、住民の交流の場。出来る

限り続けたい」と話しています。

最
初
の
「
村
民
体
育
大
会
」
の

様
子
を
報
道
す
る
広
報
へ
ぐ
り

半
世
紀
の
町
民
体
育
大
会

質
問

質
問

答
弁

答
弁

へへぐぐりりりりり歳歳歳歳歳時時時時時時時記記記記記記記へぐり歳時記へぐり歳時記へぐり歳時記
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決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

平
成
24
年
度
一
般
会
計・特
別
会
計

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
と
各
特
別

会
計
の
決
算
の
主
な
審
議
内
容
と
結

果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

《
議
会
費
・
総
務
費
》

　

一
般
管
理
費
の
事
業･

業
務
委
託
料

の
委
託
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
に
、

公
共
施
設
の
利
活
用
や
今
後
の
計
画

策
定
の
情
報
収
集
、
公
共
施
設
の
あ

る
べ
き
姿
を
体
系
的
に
整
理
検
討
す

る
た
め
、
町
民
の
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
含
め
た
も
の
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

財
産
管
理
費
の
土
地
借
上
料
に
つ

い
て
の
質
問
に
、
借
上
料
の
算
定
基

準
は
土
地
評
価
額
の
２
％
で
あ
り
、

16
年
度
当
時
の
土
地
評
価
額
で
算
定

し
て
い
る
。
24
年
度
現
在
で
は
当
時

よ
り
評
価
額
が
下
落
し
て
い
る
が
、

公
共
施
設
の
性
格
上
、
借
上
料
は
据

え
置
い
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

財
産
管
理
費
の
集
会
所
等
施
設
整

備
補
助
金
の
内
容
に
つ
い
て
の
質
問

に
は
、
各
自
治
会
の
集
会
所
の
改
修

に
対
し
て
６
件
分
、
事
業
費
の
２
分

の
１
の
補
助
を
行
っ
た
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

防
災
諸
費
で
、
備
蓄
品
の
購
入
状

況
と
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
へ
の
分
散
備

蓄
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

24
年
度
で
乾
パ
ン
３
８
４
缶
、
ア
ル

フ
ァ
ー
米
１
０
０
０
食
、
保
存
用
飲

料
水
５
０
４
本
、
防
災
用
備
蓄
用
毛

布
、
飲
料
水
袋
、
子
供
用
の
オ
ム

ツ
、
大
人
用
の
オ
ム
ツ
を
購
入
。
備

蓄
品
の
分
散
備
蓄
と
企
業
等
と
防
災

協
定
を
結
び
流
通
備
蓄
を
進
め
て
い

く
よ
う
考
え
て
い
る
。
プ
リ
ズ
ム
へ

ぐ
り
へ
の
分
散
備
蓄
は
、
今
後
検
討

し
て
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
。

《
民
生
費
》

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
補
助
金
に
つ

い
て
の
質
問
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
市
町
村
行
政
が
財
源
を
担
っ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
数

年
、
平
群
町
の
財
政
状
況
が
厳
し
い

こ
と
も
あ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

基
金
を
取
り
崩
し
補
て
ん
し
て
い
く

こ
と
で
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

の
基
金
も
枯
渇
す
る
寸
前
に
き
て
お

り
、
24
年
度
に
つ
い
て
は
町
の
補
助

金
を
約
５
０
０
万
円
引
き
上
げ
て
２

０
０
０
万
円
と
決
定
し
た
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
童
保
育
指
導
員
賃
金
の
不
用
額

に
つ
い
て
の
質
問
に
は
、
保
育
時
間

の
延
長
に
と
も
な
い
指
導
員
を
増
員

し
た
が
、
月
額
給
か
ら
時
間
給
と
い

う
雇
用
形
態
の
変
更
と
と
も
に
、
退

職
者
が
増
え
、
指
導
員
の
補
充
が
間

に
合
わ
ず
、
そ
の
分
の
支
払
い
が
生

じ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

《
衛
生
費
・
労
働
費
》

　

予
防
費
の
検
査
検
診
委
託
料
で
本

人
負
担
に
つ
い
て
の
質
問
に
、
予
防

接
種
は
、
一
類
疾
病
が
全
額
補
助

で
、
二
類
疾
病
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
１
０
０
０
円
を
徴
収
し
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

塵
芥
処
理
費
の
不
用
額
の
内
容
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
焼
却

ご
み
量
が
23
年
度
６
５
３
５
㌧
か
ら

24
年
度
５
６
５
７
㌧
、
差
引
８
７
０

㌧
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
ま

た
、
不
燃
物
処
理
委
託
料
は
、
缶
ビ

ン
類
を
２
社
に
よ
る
競
争
見
積
も
り

で
単
価
が
下
が
っ
た
こ
と
、
粗
大
不

燃
ご
み
は
計
画
数
量
よ
り
約
10
㌧
減

少
し
た
こ
と
、
処
理
単
価
の
引
き
下

げ
に
よ
る
こ
と
な
ど
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

し
尿
処
理
単
価
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
の
質
問
に
は
、
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
状
況
と

段
ボ
ー
ル
収
集
の
対
策
に
つ
い
て
の

質
問
に
は
、
ご
み
集
積
所
の
整
備
状

況
は
、
町
の
補
助
で
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
整
備
が
23
年
度
86
カ
所
、
24
年
度

36
カ
所
、
ネ
ッ
ト
の
配
布
は
23
年
度

３
７
７
カ
所
、
24
年
度
65
カ
所
と

な
っ
て
い
る
。
段
ボ
ー
ル
出
し
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
等
の
配
布

や
お
知
ら
せ
紙
で
対
応
し
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

《
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
》

　

農
林
業
総
務
費
の
復
旧
工
事
１
９

８
０
万
円
を
執
行
し
な
か
っ
た
理
由

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
土

砂
条
例
違
反
で
町
が
告
発
し
た
現
場

の
状
態
が
比
較
的
落
ち
着
い
た
状
態

に
な
っ
て
お
り
、
代
執
行
の
経
費
の

回
収
も
難
し
い
。
ま
た
、
代
執
行
の

要
件
で
あ
る
「
不
履
行
を
放
置
す
る

こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す
る
」
の

か
ど
う
か
判
断
し
、
代
執
行
を
踏
み

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
是
正
を
求
め
る

現
場
で
あ
る
の
で
、
緊
急
の
場
合
に

は
、
緊
急
代
執
行
で
対
応
し
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
確
保
事
業
補
助
金
の

決
算
額
が
予
算
額
に
比
べ
大
幅
に
減

少
し
た
理
由
に
つ
い
て
の
質
問
に

は
、
24
年
度
実
施
に
当
た
り
、
国
か

ら
の
補
助
要
件
が
確
定
し
、
そ
れ
に

よ
り
、
給
付
申
請
を
断
念
し
た
対
象

者
も
い
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

観
光
費
の
地
域
活
性
化
方
策
検
討

業
務
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
と
い
う
こ

と
で
進
め
て
い
る
。
観
光
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
現
在
、
町
内
の
あ
ら
ゆ

る
魅
力
を
取
材
収
集
し
て
お
り
、
26

年
４
月
か
ら
の
運
用
を
考
え
て
い

る
。
平
群
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、

平
群
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
決
定
し
て

お
り
、
運
用
基
準
に
つ
い
て
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
お
こ
な
っ
て

い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
〉

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

へぐり歳時記
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反　

対　

討　

論

賛　

成　

討　

論

《
土
木
費
・
消
防
費
》

　

道
路
新
設
改
良
費
の
測
量
設
計
委

託
料
減
額
の
質
問
に
は
、
西
向
の
圃

場
整
備
が
25
年
度
へ
繰
り
越
し
た
分

と
、
委
託
せ
ず
に
職
員
で
対
応
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

調
査
委
託
料
の
事
業
内
容
と
執
行

額
に
つ
い
て
の
質
問
に
は
、
一
つ
は

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
業
務

で
、
28
橋
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
で

あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
、
鉄

筋
構
造
物
は
、
耐
用
年
数
が
到
達
す

る
今
後
50
年
間
で
、
ど
れ
だ
け
健
全

に
維
持
管
理
し
て
い
く
か
と
い
う
考

え
方
で
、
奈
良
県
一
括
で
発
注
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
26
年
度
か
ら
着
手

す
る
事
業
で
、
一
番
老
朽
化
し
て
い

る
２
橋
に
つ
い
て
予
算
措
置
を
す
る

予
定
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
都
市

計
画
施
設
整
備
推
進
事
業
の
委
託
業

務
で
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を

含
め
た
内
容
の
業
務
を
発
注
し
た
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
総
務
費
の
既
存
木
造
住

宅
耐
震
事
業
補
助
金
が
執
行
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
耐
震
診

断
は
６
件
あ
っ
た
が
、
耐
震
改
修
工

事
を
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
補
助
金
の

支
出
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
で
は
、
消
防
施
設
費
、
工

事
請
負
費
の
設
置
工
事
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
23
年
度
繰
越
明

許
費
で
春
日
丘
の
防
火
水
槽
設
置
工

事
、
24
年
度
で
下
垣
内
の
防
火
水
槽

設
置
工
事
を
執
行
し
た
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

《
教
育
費
》

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
の

質
問
に
は
、
耐
震
化
率
は
24
年
度
末

で
90
・
４
％
、
26
年
４
月
以
降
は

95
％
に
な
る
。
東
小
学
校
の
体
育
館

は
25
年
、
26
年
の
大
規
模
改
造
工
事

が
終
了
後
、
耐
震
工
事
を
お
こ
な
う

予
定
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

用
地
購
入
費
の
内
容
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
東
小
学
校
の

学
校
用
地
を
拡
張
す
る
の
に
北
東
側

の
土
地
を
確
保
す
る
た
め
23
年
度
に

補
正
で
予
算
計
上
し
た
が
、
駅
周
事

業
の
進
捗
状
況
と
の
関
係
で
23
年
度

購
入
で
き
た
の
は
１
１
２
３
㎡
で
、

予
算
執
行
で
き
な
か
っ
た
分
を
24
年

度
に
繰
り
越
し
、
３
８
５
㎡
の
土
地

を
確
保
し
た
。
残
り
の
約
６
０
０
㎡

を
25
年
度
に
補
正
予
算
を
計
上
し
て

確
保
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

保
健
体
育
総
務
費
、
需
用
費
、
修

繕
料
の
内
容
と
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
の
質
問
に
は
、
中
央
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
照
明
の
安
定
器
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ー
ク
気
流
ポ
ン
プ
の
水
漏
れ

修
理
、
総
合
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
工
芝

の
補
修
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
浄
化
槽
エ
ア
ー
ポ
ン
プ
交
換
、

ソ
ー
ラ
ー
式
時
計
、
屋
外
照
明
設
備

制
御
装
置
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
内

の
監
視
カ
メ
ラ
の
修
理
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
老
朽
化
が
目
立
つ
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
芝
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク

の
防
滑
シ
ー
ト
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

《
歳
入
》

　

個
人
住
民
税
の
減
収
に
つ
い
て
の

質
問
に
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
率

が
高
く
、
年
金
受
給
者
の
増
加
、
低

所
得
者
の
段
階
の
増
加
が
原
因
と
分

析
し
て
い
る
。
ま
た
、
25
年
度
個
人

住
民
税
の
調
定
予
算
は
10
億
１
５
７

６
万
４
０
０
０
円
で
あ
る
が
、
現
時

点
で
の
調
定
額
は
９
億
９
１
２
０
万

５
０
０
０
円
で
、
昨
年
度
よ
り
落
ち

込
ん
で
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

入
湯
税
の
減
少
に
つ
い
て
の
質
問

で
は
、
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
と
か
ん

ぽ
の
宿
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
合
宿
の
宿
泊

地
と
し
て
か
ん
ぽ
の
宿
を
利
用
す
る

取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
町

も
、
協
力
を
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

町
営
住
宅
使
用
料
の
収
納
計
画
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
収
納
率
は
、
23
年
度
90
・

４
％
、
24
年
度
95
・
06
％
、
改
良
住
宅

は
23
年
度
91
・
67
％
、
24
年
度
98
・
02
％

で
、
徴
収
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
滞
納
者
す
べ
て
の
方
と

分
納
誓
約
書
を
結
び
、
入
居
者
の
生

活
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
実
質
単
年
度
収
支
が
約

１
億
５
０
５
０
万
円
の
黒
字
と
な
っ

て
お
り
、
旧
中
央
保
育
園
用
地
の
売

却
で
１
億
８
５
０
０
万
円
の
財
産
売

払
収
入
を
得
た
こ
と
。
ま
た
、
23
年

度
に
入
る
べ
き
駅
周
辺
整
備
事
業
債

７
１
３
０
万
円
が
24
年
度
に
充
当
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら

が
な
け
れ
ば
、
24
年
度
の
単
年
度
収

支
は
１
億
円
以
上
の
赤
字
に
な
る
。

入
札
や
適
正
な
積
算
を
す
れ
ば
経
費

減
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
財
政
の

立
て
直
し
に
は
改
善
が
必
要
で
あ

る
。

　

実
質
収
支
は
１
億
７
８
５
０
万
２

５
０
９
円
の
黒
字
を
計
上
し
て
い
る

結
果
を
見
て
、
本
町
の
財
政
健
全
化

に
向
け
、
行
政
当
局
は
努
力
さ
れ
て

い
る
と
判
断
し
た
。
財
政
の
各
種
判

断
比
率
を
見
て
も
、
早
期
健
全
化
の

基
準
も
25
％
以
下
の
14
・
４
％
で
あ

る
。
た
だ
、
減
少
傾
向
の
歳
入
に
向

け
て
遊
休
地
の
有
効
活
用
を
訴
え
た

い
。

　

賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者

　

 

医
療
特
別
会
計

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計

学
校
給
食
費

　
　
　
　

特
別
会
計

用
地
先
行
取
得

　
　

事
業
特
別
会
計

奨
学
資
金
貸
付

　
　

事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

　
　
　

 

特
別
会
計

下
水
道
事
業

　
　
　

 

特
別
会
計

農
業
集
落
排
水

　

 

事
業
特
別
会
計

介
護
保
険

　
　
　

 

特
別
会
計
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反　

対　

討　

論

賛　

成　

討　

論

　

24
年
度
も
黒
字
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
26
年
度
に
国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
の
検
討
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
黒
字
財
政
と
な
っ
て

い
る
が
、
25
年
度
ま
で
に
３
年
間
減

税
を
行
っ
て
き
た
。
25
年
度
決
算
状

況
を
見
た
う
え
で
、
社
会
情
勢
を
考

慮
し
、
総
合
的
に
判
断
を
す
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
員
異
議
な
く
認
定
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　　

加
入
件
数
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
24
年
度
で
３
３
８
件
の
加
入
、

年
度
末
加
入
件
数
が
１
７
４
０
件
と

な
っ
て
い
る
。
全
人
口
１
万
９
７
８

６
人
に
対
す
る
普
及
人
口
は
５
１
１

０
人
で
、
普
及
率
は
25
・
８
％
、
普

及
人
口
の
う
ち
水
洗
化
人
口
は
４
４

４
８
人
で
、
水
洗
化
率
は
87
％
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
員
異
議
な
く
認
定
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

24
年
度
末
の
加
入
件
数
と
加
入
率

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
90
件
に
対

し
て
44
件
の
加
入
で
接
続
率
48
・

８
％
、
24
年
度
は
１
件
の
加
入
で
あ

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
員
異
議
な
く
認
定
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
５
期
（
24
〜
26
年
度
）
は
、
１

号
被
保
険
者
の
保
険
料
が
基
準
額
で

年
間
９
４
０
０
円
あ
が
っ
た
。
こ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
て
き
た
基

金
を
５
期
終
了
時
点
で
５
０
０
０
万

円
残
す
と
し
て
、
基
金
の
取
り
崩
し

を
６
０
０
０
万
円
に
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。

　

し
か
し
、
初
年
度
24
年
度
決
算

で
、
基
金
と
黒
字
で
１
億
６
５
０
０

万
円
と
な
り
、
試
算
と
異
な
り
大
幅

な
剰
余
金
が
で
て
い
る
。
25
、
26
年

の
２
年
間
で
１
億
１
５
０
０
万
円
の

赤
字
を
出
し
て
も
計
画
ど
お
り
と
な

る
。
介
護
保
険
料
は
３
年
に
１
度
の

見
直
し
な
の
で
、
来
年
度
引
き
下
げ

と
は
な
ら
な
い
が
、
第
６
期
の
改
定

に
お
い
て
教
訓
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

実
質
収
支
は
１
１
５
３
万
６
３
８

０
円
の
黒
字
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

介
護
保
険
財
政
に
向
け
努
力
さ
れ
て

い
る
と
判
断
す
る
。

　

賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
上
５
件
の
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
全
員
異
議
な
く
認
定
す
る
こ
と

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

 　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

井
戸　

太
郎

後
期
高
齢
者

　

 
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者

　

 
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者

　

 
医
療
特
別
会
計

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計

学
校
給
食
費

　
　
　
　

特
別
会
計

学
校
給
食
費

　
　
　
　

特
別
会
計

学
校
給
食
費

　
　
　
　

特
別
会
計

用
地
先
行
取
得

　
　

事
業
特
別
会
計

用
地
先
行
取
得

　
　

事
業
特
別
会
計

用
地
先
行
取
得

　
　

事
業
特
別
会
計

奨
学
資
金
貸
付

　
　

事
業
特
別
会
計

奨
学
資
金
貸
付

　
　

事
業
特
別
会
計

奨
学
資
金
貸
付

　
　

事
業
特
別
会
計

会　計　区　分

一　 般 　会　 計

住宅新築資金等貸付事業

国民健康保険

下水道事業

農業集落排水事業

学校給食費

介護保険（保険事業勘定）

（介護サービス事業勘定）

奨学資金貸付事業

後期高齢者医療

用地先行取得事業

8,863,289,847

38,167,227

2,730,989,572

872,068,416

38,815,643

74,161,075

1,368,247,198

9,108,788

363,000

268,377,707

141,079,299

8,615,072,388

62,111,902

2,549,806,714

849,566,391

38,815,643

73,856,562

1,356,710,818

9,087,663

363,000

267,708,407

141,079,299

248,217,459

△ 23,944,675

181,182,858

22,502,025

0

304,513

11,536,380

21,125

0

669,300

0

69,714,950

－

－

5,316,000

－

－

－

－

－

－

－

178,502,509

△ 23,944,675

181,182,858

17,186,025

0

304,513

11,536,380

21,125

0

669,300

0

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 実質収支額

（ △はマイナス　単位 ： 円 ）
平成２4年度　一般会計・特別会計決算

翌年度へ繰り
越す財源

特　

別　

会　

計

国
民
健
康
保
険

　
　
　

 

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

　
　
　

 

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

　
　
　

 

特
別
会
計

下
水
道
事
業

　
　
　

 

特
別
会
計

下
水
道
事
業

　
　
　

 

特
別
会
計

下
水
道
事
業

　
　
　

 

特
別
会
計

農
業
集
落
排
水

　

 

事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水

　

 

事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水

　

 

事
業
特
別
会
計

介
護
保
険

　
　
　

 
特
別
会
計

介
護
保
険

　
　
　

 
特
別
会
計

介
護
保
険

　
　
　

 
特
別
会
計
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議 会 の 動 き

承　認承　認承　認
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ
ん
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

岳室　安彦　氏
住所　平群町三里

議
員
提
出
議
案

若
い
世
代
が
安
心
し
て
就
労
で
き
る

環
境
等
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
　

窪　
　

和
子

賛
成
者　
　

髙
幣　

幸
生

（
原
案
可
決
）

道
州
制
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書

提
出
者　
　

森
田　
　

勝

賛
成
者　
　

山
口　

昌
亮

（
原
案
可
決
）

公共交通対策特別委員会
＊コミュニティバスのルート・ダイヤ改正（案）について
　　　　　　　　　　　　　　（６月２４日／９月２０日）

文教厚生委員会
＊清掃センター埋設灰にかかる環境対策について（６月２４日）　
＊幼保一体施設開設に伴う進捗状況について（８月２０日／９月６日）
＊清掃センター埋設灰にかかる環境対策について（８月２９日）　

　　　＊執行後における政策評価について（８月２９日）

議会改革特別委員会
＊議会改革について（８月５日）

議会運営委員会
＊平成２５年平群町議会第４回定例会の議会運営  
　について（８月２８日）

総務建設委員会
　＊都市計画道路の見直し（案）について（８月２９日）　
　＊執行後における政策評価について（８月２９日）

　岳室安彦氏は、適任であるとの意見で答申
することに決しました。

滋
賀
県
高
島
市
を
視
察

議員視察研修
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承　認
　

平
群
町
議
会
は
８
月
６
日
、
全

議
員
参
加
で
日
帰
り
の
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
（
町
バ
ス
を
利

用
）
。
行
き
先
は
、
若
者
定
住
促

進
施
策
を
実
施
し
て
い
る
滋
賀
県

高
島
市
。
全
議
員
と
副
町
長
、
担

当
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
島
市
は
、
琵
琶
湖
の
北
西
に

位
置
し
て
お
り
、
人
口
は
５
万
２

３
９
２
人
で
す
。
平
成
17
年
に
、

マ
キ
ノ
町
、
今
津
町
な
ど
５
町
１

村
が
合
併
し
た
広
大
な
土
地
と
琵

琶
湖
の
一
部
を
含
ん
だ
市
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
山
村
集
落
で
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
が
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
お
り
、
５
年
ほ
ど
前

か
ら
若
者
定
住
化
促
進
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

政
策
と
し
て
は
、
若
者
定
住
促

進
条
例
を
制
定
し
、
40
歳
未
満
ま

で
の
方
に
、
住
宅
確
保
、
子
育
て

支
援
、
就
労
支
援
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。
（
下
の
表
参
照
）

　

こ
の
数
年
、
人
口
の
減
少
が
進

み
、
少
子
高
齢
化
が
著
し
い
平
群

町
と
し
て
も
若
者
定
住
化
が
課
題

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
高
島
市
を

視
察
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

自
治
体
規
模
が
異
な
り
、
財
源

な
ど
平
群
と
は
異
な
る
部
分
も
多

く
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
取
り

組
み
を
参
考
に
し
て
、
さ
ら
に
よ

い
施
策
を
平
群
で
実
現
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

井
戸　

記

若
者
定
住
促
進
対
策

滋
賀
県
高
島
市
を
視
察

滋
賀
県
高
島
市
を
視
察

施　策　名 概　　　　　要 限度額

高島市の若者定住促進施策
補　助　率

定　額

１／２

１／４～１／８

１／４～１／８

おいでよ高島・
若者マイホーム支援事業

定住住宅取得補助
（新築住宅取得補助）

定住住宅リフォーム補助

空き家リフォーム補助

若者定住促進プロジェクト

市内に移住される40歳未満の方が住宅を新築
または購入する場合に係る経費に対する補助

市内に定住される40歳未満の方が住宅を新築、購入す
る新築住宅に課税された固定資産税に対する補助

空き家を貸し出そうとする空き家所有者（不動産賃貸
業や住宅販売業者等を除く）が行うリフォーム工事

①定住相談窓口
　定住相談員を設置し、定住希望者の要望に沿ったきめ細やかな相談対応。
②空き家紹介システム
　集落内の利用可能な空き家を掘り起し、定住希望者を紹介することで定住につなげる。
③地域の教科書づくり
　地域の生活ルールなどをまとめたガイドブックを作成し、定住者が地域を理解し地域の一員とし
て良い関係を築くことを目指す。

高島市以外の方が高島市に移住される方や、市内の実
家に戻り定住される方が行うリフォーム工事

新築200万円　
中古100万円

25万円　
※5万円／年
地域通貨で支払い

25万円～50万円
※5年分割　
地域通貨で支払い

25万円～50万円
※5年分割　
地域通貨で支払い

議員視察研修議員視察研修
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一般質問 町政を問う！一般質問一般質問一般質問

町政を問う！一般質問一覧一般質問一覧一般質問一覧

１．予約制乗合タクシー（デマンド）の導
入を

２．西小学校舎を若者定住促進集合住宅に
改修を

３．平群東・西小学校再編成に伴い学童保
育所の新設を

４．時刻放送に住民参加のふれあいメロ
ディー演奏を

１．平群小学校、幼保一体施設の制服を
「超オシャレ」にしてはどうか

１．新電力を導入して経費削減を
２．埋蔵文化財等の整理・保存や展示は

１．竜田川　遊歩道整備について
２．企業誘致について

馬本　議員

森田　議員 １．町長選挙と町議会議員選挙の同日実施
の可能性について

２．平群駅前広場の整備について
戎井　議員

井戸　議員

１．地域経済活性化対策について
２．平群駅前の利便性について

山口　議員

１．国道１６８号線平群バイパス沿いの活
性化は

２．平群駅前の駐輪場、駅舎、バス停の照
明等

奥田　議員

１．新園「こども園」の通園バスの運行等
について

２．コミバスの１１月からダイヤ改正
（案）に対する見直しを

３．若い世帯の定住化対策に「持家取得補
助制度」の創設を

４．平群駅周辺整備事業の商業店舗の誘致
について

窪　　議員

繁田　議員

１．ゴミの指定袋制について周知はできて
いるのか

２．町内のイベント（祭り、大会）のあり
方について

３．地域包括支援センターについて
４．幼保一体化施設について

山田　議員

１．高齢者世帯に対する有価物回収体制に
ついて

２．生ごみ減量モニター制度について
３．学校図書館の充実について

植田　議員

髙幣　議員

答
弁

　

電
気
事
業
法
が
改
正
さ

れ
、
２
０
０
５
年
か
ら
関

電
、
東
電
等
の
一
般
電
気
事

業
者
と
は
別
に
、
特
定
規
模

電
力
者
即
ち
、
新
電
力
が
一

般
電
気
事
業
者
が
所
有
し
て

い
る
電
線
路
を
通
じ
て
、
契

約
電
力
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上

の
高
圧
受
電
し
て
い
る
需
要

家
に
電
力
を
供
給
、
販
売
す

る
事
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

町
は
特
別
会
計
・
企
業
会

計
を
含
め
、
年
間
の
電
気
代

を
１
億
１
４
２
６
万
円
関
電

質
問 新

電
力
を
導
入
し
て
経
費
削
減
を

に
支
払
っ
て
い
る
。
そ
の

内
、
高
圧
受
電
し
て
い
る
施

設
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
17

箇
所
あ
り
、
年
間
の
電
気
代

は
約
９
３
０
０
万
円
関
電
に

支
払
っ
て
い
る
の
で
、
関
電

か
ら
新
電
力
に
切
り
替
え

て
、
経
費
削
減
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

新
電
力
を
導
入
し
て
い
る

自
治
体
に
よ
る
と
、
昼
と
夜

や
季
節
に
よ
っ
て
電
気
消
費

量
が
大
き
く
増
減
す
る
学
校

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
施
設
で

は
、
導
入
効
果
が
見
込
め
る

様
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
、
一
番
危
惧
さ
れ

る
こ
と
は
、
平
時
で
も
非
常

時
で
も
安
定
的
な
電
力
供
給

が
可
能
か
、
ま
た
災
害
時
に

も
迅
速
な
電
力
復
旧
が
可
能

か
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
事
か
ら
、
新
電

力
を
導
入
し
て
、
ど
の
程
度

電
気
料
金
が
下
が
る
か
等
の

研
究
を
お
こ
な
い
た
い
。

森田　勝

１．次世代に向け高齢世帯の人口流出防止策を
２．西小学校の跡地利用について
３．平群西線の見直しに向けて現路線の再整備を
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町政を問う！一般質問一般質問一般質問 一般質問

一般質問一覧

　

平
成
19
年
、竜
田
川
を
北

部
よ
り
５
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区

分
し
そ
れ
ぞ
れ
に
お
も
む
き

特
色
を
持
っ
た
整
備
を
し
て

行
く
方
針
の
も
と
、『
竜
田
川

ま
ほ
ろ
ば
遊
歩
道
』整
備
構

想
が
策
定
さ
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
よ
る
草
刈
り
・

清
掃
活
動
・
植
樹
等
、様
々
な

取
組
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

①
河
川
管
理
道
の
舗
装
、

歩
道
整
備
等
、町
・
県
整
備
の

進
捗
状
況
は
？

　

②
設
置
さ
れ
て
い
な
い
部

分
が
多
い
街
灯
の
整
備
増
設

を
提
案
し
ま
す
。そ
の
事
に

よ
っ
て
多
く
の
方
々
が
夕
暮

れ
時
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を

楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
で
、健

山田　仁樹

竜
田
川　

遊
歩
道
整
備
に
つ
い
て

質
問

答
弁

　

10
月
か
ら
ご
み
の
指
定
袋

制
が
始
ま
る
。
試
行
袋
が
配

布
さ
れ
て
い
た
が
、
添
付
の

チ
ラ
シ
に
は
分
別
の
方
法
や

ご
み
の
出
し
方
の
説
明
が
な

い
。
奈
良
市
が
全
戸
配
布
し

て
い
る
「
ご
み
事
典
」
の
よ

う
な
冊
子
が
必
要
だ
が
、
作

成
す
る
の
か
。

　

不
法
投
棄
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
予
想
さ
れ
る
が
、
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

 

指
定
袋
が
定
着
す
る
ま
で

住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
必

要
だ
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
み
の
分
別

方
法
が
一
部
変
更
に
な
る
。

ご
み
の
出
し
方
、
分
別
方
法

な
ど
を
一
覧
表
に
し
た
冊
子

を
作
成
し
て
い
る
。
で
き
次

第
全
戸
配
布
し
た
い
。

 

有
料
化
に
つ
い
て
は
、
３

月
の
総
代
・
自
治
会
長
会
議

で
の
説
明
、
広
報
へ
の
連

載
、
４
回
に
わ
た
る
出
前
講

座
、
ご
み
減
量
フ
ェ
ス
タ
な

ど
を
行
っ
て
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て

き
た
し
、
８
月
に
は
試
行
袋

を
各
戸
に
配
布
し
て
い
る
。

 

指
定
袋
以
外
で
出
さ
れ
た

場
合
は
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
収

集
は
し
な
い
が
、
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
れ
ば
こ
ち
ら
か
ら
出
向

い
て
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
有

料
化
は
あ
く
ま
で
も
ご
み
減

量
化
の
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
か

ら
住
民
と
行
政
の
「
協
働
」

が
始
ま
る
の
で
、
今
後
も
住

民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
と
説

明
を
し
て
い
く
。

繁田　智子

ごみの指定袋制周知はできているのか

質
問

答
弁

康
的
な
町
と
な
り
、医
療
費

の
抑
制
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
期
待
も
持
て
ま
す
。ま
た

そ
の
電
源
を
利
用
し
、桜
の

開
花
時
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
え
ば
、町
民
の
憩
い
の
場

所
、シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
環
境

と
な
り
、平
群
の
美
し
さ
、魅

力
を
発
信
で
き
る
の
で
は
？

　

①
未
舗
装
区
間
の
舗
装
、

現
道
拡
幅
、側
溝
蓋
設
置
、護

岸
工
事
等
の
整
備
は
完
了

済
。案
内
板
、説
明
版
と
誘
導

サ
イ
ン
は
、25
年
度
完
了
予

定
。櫟
原
橋
北
側
右
岸
整
備

は
様
々
な
問
題
の
中
、実
施

に
向
け
検
討
課
題
で
あ
る
。

　

②
防
犯
灯
の
未
設
置
区
間

や
間
隔
は
、地
元
自
治
会
等

と
も
協
議
の
上
、整
備
に
向

け
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
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一般質問 町政を問う！一般質問一般質問一般質問

 

高
齢
者
の
定
住
化
に
目
を

向
け
た
施
策
を
提
案
す
る
。

 

①
番
目
は
75
歳
以
上
の
交

通
費
助
成
を
復
活
さ
せ
る
。

 

②
番
目
は
75
歳
以
上
の
固

定
資
産
税
超
過
税
率
分
の
免

除
、
若
し
く
は
返
還
措
置
を

考
え
る
。

 

③
番
目
は
空
き
家
対
策
を

考
え
る
。

 

空
き
家
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
化

し
、
安
全
面
や
町
の
土
地
価

格
の
低
下
に
つ
な
が
る
。
何

ら
か
の
施
策
を
考
え
、
流
出

防
止
策
を
考
え
る
。

 
①
75
歳
以
上
の
交
通
費
助

成
の
復
活
は
、
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

　

②
固
定
資
産
税
超
過
税
率

分
の
免
除
、
若
し
く
は
返
還

措
置
は
出
来
な
い
。

　

税
法
上
で
は
不
均
一
課
税

に
な
る
。
本
町
は
超
過
課
税

を
実
施
し
て
お
り
、
税
の
公

平
の
原
則
か
ら
困
難
で
あ

る
。

　

③
番
目
の
空
き
家
対
策

は
、
今
調
査
中
で
あ
る
。

　

外
観
や
近
隣
の
情
報
等
を

加
味
し
て
空
き
家
と
特
定
す

る
。
調
査
終
了
後
、
所
有
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し

て
、
空
き
家
に
な
っ
た
要
因

を
分
析
す
る
。

　

今
後
は
、
空
き
家
の
利
活

用
等
施
策
の
立
案
を
進
め
、

子
育
て
世
帯
の
呼
び
込
み
や

マ
イ
ホ
ー
ム
借
上
制
度
の
促

進
等
を
進
め
る
。

 

北
小
の
学
校
図
書
館
が
、

「
25
年
度
子
ど
も
の
読
書
活

動
優
秀
実
践
校
」
に
選
ば
れ

た
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

 

学
校
図
書
館
司
書
が
常
駐

し
、
24
年
度
と
25
年
度
の
６

月
対
比
で
貸
出
人
数
は
倍
以

上
、
貸
出
冊
数
で
は
3
倍
以

上
と
大
幅
に
増
え
て
い
ま

す
。

　

来
年
度
以
降
、
他
の
小
学

校
に
も
計
画
的
に
司
書
配
置

を
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
優
秀
な
人
材
確
保
の
た

め
に
、
安
定
し
た
雇
用
形
態

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
北
小
の
学
校
図
書

館
に
は
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
落
ち
着
い

て
調
べ
学
習
や
、
読
書
等
行

う
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

中
学
校
と
東
小
学
校
同
様
、

北
小
学
校
・
南
小
学
校
に
も

ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

 

司
書
配
置
は
、
教
育
的
に

有
効
で
あ
り
評
価
も
非
常
に

高
い
。
他
の
学
校
へ
の
司
書

配
置
に
つ
い
て
は
、
財
政
的

な
面
は
あ
る
が
、
優
先
的
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

 

司
書
の
安
定
的
な
雇
用
に

つ
い
て
も
重
要
な
課
題
と
考

え
て
お
り
、
充
実
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
ク
ー
ラ
ー
設
置
に

つ
い
て
は
、
必
要
性
も
あ
る

こ
と
か
ら
計
画
的
に
予
算
を

確
保
し
て
い
き
た
い
。

学校図書館の充実について

質
問

答
弁

答
弁

質
問 次

世
代
に
向
け
高
齢
世
帯
の

　
　
　
　

 

人
口
流
出
防
止
策
を

植田　いずみ

髙幣　幸生
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町政を問う！一般質問一般質問一般質問 一般質問

答
弁

　

今
年
７
月
に
行
わ
れ
た
参

議
院
選
挙
の
本
町
の
投
票
率

は
、
62
・
03
％
で
、
国
、
県

に
比
較
す
る
と
高
率
で
あ

り
、
町
民
と
し
て
は
誇
り
に

し
て
い
い
数
字
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
満
足
す
べ
き

も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

　

過
去
の
町
長
選
挙
、
議
会

議
員
選
挙
の
投
票
率
も
殆
ど

似
た
数
字
で
あ
り
、
言
い
換

え
れ
ば
３
人
に
１
人
は
棄
権

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本

町
で
は
３
ヶ
月
に
３
度
、
投

票
所
に
出
か
け
る
必
要
が
あ

質
問 町

長
選
挙
と
議
員
選
挙
の

　
　

同
日
実
施
の
可
能
性
は
？

り
、
こ
の
煩
わ
し
さ
が
率
を

下
げ
て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ

で
も
あ
る
。
町
長
、
議
員
選

挙
を
同
日
に
実
施
す
れ
ば
、

投
票
率
ア
ッ
プ
に
資
す
る
と

思
う
が
、
可
能
性
は
ど
う

か
。

　

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ

り
、
当
該
ふ
た
つ
の
選
挙
の

同
日
実
施
は
可
能
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、
次
回
選
挙
の
投

票
日
は
３
月
中
旬
と
な
る
。

な
お
、
こ
れ
を
実
施
し
た
場

合
、
更
に
次
々
回
、
平
成
31

年
に
は
３
月
の
統
一
地
方
選

挙
と
も
同
日
実
施
が
可
能
で

あ
る
。

　

但
し
実
際
問
題
と
し
て

は
、
予
算
審
議
議
会
の
３
月

議
会
の
取
り
扱
い
、
年
度
末

で
の
事
務
繁
忙
対
応
、
ひ
と

月
半
に
及
ぶ
町
長
不
在
の
た

め
に
生
じ
る
諸
対
策
等
々
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い

て
、
慎
重
に
検
討
、
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
。

戎井　政弘

馬本　隆夫

　

防
災
行
政
無
線
は
、
平
成

５
年
よ
り
運
用
開
始
さ
れ
、

災
害
時
以
外
は
、
時
刻
放

送
・
緊
急
情
報
・
行
政
情
報

等
、
住
民
生
活
に
と
っ
て
有

効
に
活
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

特
に
時
刻
放
送
は
、
平
常

時
に
機
械
が
正
常
に
作
動
し

て
い
る
か
の
確
認
と
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
図
る
一
環

と
し
て
、
毎
日
３
回
、
午
前

８
時
に
は
チ
ャ
イ
ム
・
正
午

は
「
野
バ
ラ
」
・
午
後
５
時

に
は
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
住
民
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
あ

り
、
午
前
８
時
の
チ
ャ
イ
ム

を
「
平
群
町
歌
」
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
変
更
し
、
演
奏
を

住
民
に
、
ま
た
、
「
野
バ

ラ
」
・
「
夕
焼
け
小
焼
け
」

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
演
奏
も
住
民

に
し
て
頂
き
、
住
民
参
加
の

ふ
れ
あ
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
演
奏

を
企
画
す
べ
き
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
様
に
お
考

え
で
す
か
。

　

住
民
が
参
画
し
、
住
民
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
と
の
観
点
か
ら
、

住
民
の
パ
ワ
ー
や
技
術
を
発

揮
し
て
い
た
だ
く
試
み
は
非

常
に
大
切
で
重
要
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
の
チ
ャ
イ
ム
や
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
変
更
す
る
こ
と

は
、
保
守
管
理
業
者
か
ら
可

能
と
の
回
答
が
あ
り
、
ま
ず

は
、
試
行
的
な
実
施
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
参
り
た
い
。

時刻放送に住民参加の　
　　　　　メロディー演奏を　

質
問

答
弁
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一般質問 町政を問う！一般質問一般質問一般質問

　

平
群
小
学
校
、新
幼
保
一
体

施
設
の
保
護
者
、子
ど
も
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
は
、

時
代
と
と
も
に
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

 

ま
た
、制
服
は
特
別
で
他
へ

の
影
響
は
絶
大
で
、明
確
な

イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
る
。

　

主
な
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は

・
平
群
小
学
校
、幼
保
一
体
施

設
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

・
児
童
、保
護
者
の
学
校
、施

設
へ
の
愛
着
心
の
向
上

・
登
下
校
時
の
安
全
性
の
向

上
・
町
内
外
か
ら
の
希
望
者
増

に
よ
り
児
童
数
の
減
少
を

防
ぐ（
幼
保
）

・
平
群
町
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ

　

制
服
の
持
つ
影
響
力
、広

告
力
、発
信
力
を
借
り
る
。

公
立
が
故
に
意
外
性
、話
題

性
に
つ
な
が
る
。

　

コ
ス
ト
の
問
題
も
工
夫
次

第
で
現
行
の
制
服
程
度
に
下

げ
ら
れ
る
。
平
群
小
学
校
、

新
幼
保
一
体
施
設
の
子
ど
も

た
ち
に
楽
し
く
通
園
通
学
し

て
ほ
し
い
。制
服
を
新
し
く

す
る
機
会
は
、今
し
か
な
い
。

ぜ
ひ
と
も
お
願
い
し
た
い
。

　

保
護
者
、現
場
の
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
進
め
て
い

る
。小
学
校
再
編
成
検
討
協

議
会
で
決
定
す
る
が
、そ
の

際
に
デ
ザ
イ
ン
性
も
判
断
材

料
の
ひ
と
つ
と
し
て
加
え
る

よ
う
に
求
め
て
い
き
た
い
。

制服を「超オシャレ」に

質
問

答
弁

井戸　太郎

　

地
域
経
済
活
性
化
策
と
し

て
、
バ
イ
パ
ス
沿
い
へ
の
企

業
誘
致
を
す
す
め
て
い
る

が
、
最
も
効
果
が
あ
る
の

は
、
町
内
の
人
材
や
農
産

物
、
自
然
、
文
化
財
な
ど
の

内
的
財
産
＝
資
源
を
生
か
し

た
事
業
の
創
設
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
２
年
前
に
も

提
案
し
ま
し
た
。
町
は
「
町

と
し
て
も
、
そ
の
重
要
性
は

認
識
し
て
お
り…
、
人
材
発

掘
に
努
め
て
い
る
」
「
６
次

産
業
化
を
視
野
に
加
工
施
設

や
直
売
所
の
検
討
、
新
た
な

特
産
品
の
開
発
の
検
討
を
行

い
、
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

を
め
ざ
し
て
い
る
」
と
の
答

弁
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
取
り
組
み

は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
23
年
度
に
「
地
域
産

業
活
性
化
検
討
業
務
」
等
を

実
施
し
、
本
町
の
農
業
、
産

業
の
現
状
分
析
を
行
う
な
か

で
、
６
次
産
業
化
を
目
指
し

た
基
本
方
針
と
し
て
「
農
業

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
設
定
し

た
。

　

現
在
、
国
の
「
特
定
地
域

再
生
事
業
」
の
採
択
を
う
け

て
、
６
次
産
業
化
計
画
検
討

業
務
に
着
手
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
６
次
産
業
化
の
事
業

主
体
の
可
能
性
や
加
工
処
理

施
設
整
備
、
そ
の
機
能
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
６
次
産

業
化
の
推
進
計
画
を
策
定
す

る
も
の
で
、
地
域
産
業
活
性

化
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
。

質
問 地

域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

答
弁

山口　昌亮
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町政を問う！一般質問一般質問一般質問 一般質問

答
弁

平群駅周辺整備事業に
　　　　　商業店舗の誘致を

質
問

答
弁

　

平
群
駅
周
辺
整
備
事
業

は
、
長
年
、
地
元
地
権
者
の

皆
様
に
、
ご
不
便
を
か
け
な

が
ら
も
ご
理
解
を
頂
き
、
平

成
29
年
度
に
完
成
予
定
で

す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
住
民
か

ら
は
、
「
平
群
駅
前
は
『
住

宅
開
発
』
を
す
る
た
め
に
、

莫
大
な
事
業
費
を
投
入
す
る

の
か
？
」
「
店
舗
が
出
来
て

街
が
活
性
化
し
な
い
と
、
事

業
の
意
味
が
な
い
」
等
、
疑

問
や
苦
情
の
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
（
１
）
従
来
か
ら
地
区
内

に
住
居
を
持
た
れ
て
い
る
方

が
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
り

移
転
補
償
費
を
も
ら
い
、
地

区
内
に
住
居
を
建
築
さ
れ
る

の
で
一
定
の
住
宅
地
に
は
な

り
ま
す
が
、
「
平
群
の
中
心

地
」
と
し
て
相
応
し
い
街
の

活
性
化
を
図
る
為
に
は
、
併

行
し
て
早
期
に
商
業
店
舗
の

誘
致
活
動
が
必
要
で
は
。

（
２
）
地
区
内
の
土
地
利
用

を
考
え
て
い
る
地
権
者
に
、

早
期
に
意
向
調
査
が
必
要
で

は
。
（
３
）
駅
周
の
店
舗
誘

致
に
力
を
入
れ
る
為
、
人
員

や
組
織
体
制
の
強
化
を
図
る

べ
き
で
は
。

　

（
１
）
商
業
店
舗
の
誘
致

活
動
は
、
平
成
24
年
6
月
よ

り
開
始
し
て
お
り
、
今
後
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
（
２
）
地
権
者
へ
の

意
向
調
査
を
行
う
。
（
３
）

本
年
6
月
に
「
に
ぎ
わ
い
ま

ち
づ
く
り
の
係
」
を
新
し
く

整
備
。
人
員
や
組
織
体
制
の

強
化
も
視
野
に
入
れ
取
り
組

み
た
い
。

　

平
成
23
年
５
月
の
定
期
線

引
き
に
よ
っ
て
本
線
の
沿
道

区
域
は
大
幅
に
市
街
化
区
域

に
編
入
さ
れ
、
上
庄
地
区
で

は
工
業
ゾ
ー
ン
の
指
定
も
さ

れ
、
今
後
商
業
施
設
の
立
地

質
問 国

道
１
６
８
号
線

　

平
群
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
活
性
化

誘
導
や
企
業
誘
致
な
ど
、
平

群
町
と
し
て
積
極
的
に
土
地

利
用
を
促
進
し
て
行
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
当
地
区
も
賑
や

か
に
な
り
、
税
収
の
増
加
や

雇
用
の
促
進
に
繋
が
る
と
考

え
る
が
、
ど
れ
だ
け
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
の
か
。

　

売
却
し
た
旧
保
育
園
跡
地

は
、
周
辺
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
施
設
の
立
地
誘
導
を
所

有
者
に
働
き
か
け
る
。

 

南
都
銀
行
南
側
は
、
大
型

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出

店
予
定
。

　

コ
ー
ナ
ン
は
、
近
々
開
発

許
可
申
請
書
を
提
出
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
が
、
オ
ー
プ
ン

時
期
は
未
定
。
上
庄
地
区
の

企
業
誘
致
は
、
バ
イ
パ
ス
西

側
の
一
部
で
企
業
側
の
条
件

が
整
え
ば
用
地
取
得
さ
れ
る

予
定
。
バ
イ
パ
ス
東
側
は
一

社
の
企
業
に
対
し
誘
致
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
成
功
す
る

と
約
６
０
０
人
の
雇
用
と
約

１
５
０
億
円
の
経
済
波
及
効

果
が
見
込
ま
れ
る
。

 

国
道
や
バ
イ
パ
ス
に
予
定

さ
れ
て
い
る
商
業
施
設
や
バ

イ
パ
ス
西
側
の
企
業
が
立
地

操
業
さ
れ
た
場
合
、
あ
わ
せ

て
約
４
９
７
０
万
円
の
税
収

が
見
込
ま
れ
、
町
民
が
雇
用

さ
れ
た
場
合
、
個
人
住
民
税

の
増
収
に
も
繋
が
る
。

窪　和子

奥田　幸男
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９
月
８
日
、７
年
後
の
２
０

２
０
年
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ

れ
る
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
か
ら
49
年
、約
半
世
紀

が
た
ち
ま
し
た
。

　

日
本
は
、こ
の
間
大
き
く
発

展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、同
時
に
日
本
伝
承

の
大
切
な
心
や
物
が
失
わ
れ

て
来
た
よ
う
な
気
が
し
ま
せ

ん
か
。

　

五
輪
招
致
活
動
で
は
、『
お

も
て
な
し
』の
言
葉
が
使
わ
れ

話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

　

未
来
永
遠
に
日
本
の
心
、人

間
の
尊
厳
や
人
を
思
い
や
る

優
し
さ
溢
れ
る
日
本
、平
群
町

で
あ
り
続
け
る
事
を
願
い
た
い

も
の
で
す
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、7
年
後
の

五
輪
。お
ら
が
町
、平
群
か
ら

も
夢
の
舞
台
に
立
つ
選
手
が
現

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、町
を
あ

げ
て
応
援
出
来
る
事
を
夢
見

よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

山
田　

記

　「７年後の東京オリンピックをめざしたい」とさわやかな笑顔で話
す竜田川団地在住の榛生昇陽高校３年生、山本大喜（やまもと・
まさき）さん。今年の高校総体（７月３１日、大分県）と国民体育大
会（少年の部、９月２９日、東京都）の自転車個人ロードレースで優
勝し、注目を集めています。
　１０月１３日、第５０回平群町民体育大会で社会体育奨励賞を
受賞した山本さんに、今後の抱負などをお聞きしました。（写真）
　自転車を始めたのは「４年前の高校総体で優勝した兄（元喜さ
ん）の影響」です。平群中学３年生の夏、クラブ活動（ハンドボール
部）引退を機に、自宅から１時間半もかけて榛生昇陽高校自転車
部の練習に参加するようになりました。
　榛生昇陽高校へ進学後は、年末年始以外は、練習づけの毎
日。平日は授業終了後に６０㎞（２時間半）、休日は１８０㎞、学校の
周辺を走ります。楽しみは「レースで結果が出たときと、きつい練習
が終わったときの達成感」と即座に答えました。
　「東京オリンピックもふくめ、世界で活躍出来る選手になりた
い」。将来についてもきっぱりと話してくれました。

山口・記

議
会
報
告
会
を

　
　
　

開
催
し
ま
す

　

住
民
の
み
な
さ
ん
に
議
会
の
活
動

状
況
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
、平
群
町
議
会
は

平
成
22
年
か
ら
年
１
回
、こ
の
時
期

に
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
上
記
の
日
程
で
、４
回
目

の
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

　

報
告
会
の
内
容
は

①
平
成
24
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

②
定
住
促
進
に
つ
い
て

　

―

議
会
の
行
政
視
察
か
ら
考
え
る

　

以
上
の
報
告
を
担
当
議
員
が
行
っ

た
あ
と
、参
加
し
た
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
、報
告
に
対
す
る
質
問
や
意

見
、議
会
に
対
す
る
意
見
等
を
お
聞

き
し
て
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

＊
11
月
16
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

＊
平
群
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

      　

       
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す

お知らせ

山 本 大 喜 さん  竜田川団地在住
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